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第 6回ワークショップでの質問・意見に対する回答 

 

 ワークショップメンバーより 事務局より 

W

S
に
つ
い
て 

・いつものことですが、ワークショップで

いろいろな意見を伝えています。それぞ

れの意見について、実現可能、検討中、

などのように市としての対応を教えてく

ださい。 

・ワークショップでいただいた主な意見に

対する市の対応について、第 8回のワー

クショップで回答させていただく予定

です。 

専
門
委
員
会
等
に
つ
い
て 

・現在行われている専門委員会の中で図書

館基本計画について話し合いを持ち、具

体的に決めてください。 

・素晴らしい方々がメンバーですので専門

委員会の中で検討するべきです。検討し

てください。 

・館長がおっしゃる懇談会とは、どのよう

なものですか。 

・現在行われている専門委員会の位置づけ

が全くわかりません。 

 

・図書館専門委員会では、現在、駅前複合

施設の管理運営方針の図書館部分につ

いての御意見を伺っております。図書館

の基本計画や理念については、27 年度

に現在の専門委員会を母体にした組織

で検討いただく予定です。 

・懇談会は、広く図書館利用者の意見を伺

うために開催します。１人５分程度御意

見を述べていただき、御意見は今後の図

書館運営の参考とさせていただきます。 

・専門員会の位置づけは前述のとおりで

す。 

運
営
方
針
に
つ
い
て 

・複合施設の館長を 27 年 4 月から採用し

てください。具体的には、塩尻の図書館

のように日本図書館協会に依頼して、２

～３人推薦してもらい、その方たちと面

談して決めれば適任者に館長として手腕

を発揮してもらえるはずです。利用しや

すい図書館をぜひ造ってください。 

・現在計画されている「インターネットを

使ったサービスのご案内」は複合施設オ

ープンに向けて、さらに充実させる必要

があります。近隣の図書館ホームページ

には、参考になるホームページがたくさ

んあります。 

・複合施設建設を始めたこの時期に図書館

長を外部から招くことについては、市の

組織や地域全体の連携の現状を理解し

ていただくことに困難が予想されるた

め、得策ではないと考えています。 

・複合施設のホームページに関しては、現

在運用している市立図書館のホームペ

ージと併せて検討を進めたいと考えて

おります。市民の皆様に総合的かつ効果

的に情報を発信できる環境を整備し、運

用していきたいと考えています。 
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ワークショップメンバーより 事務局より 

図
書
館
に
つ
い
て 

・分館の蔵書も含めて、全ての蔵書は市の

財産です。図書館のホームページから全

ての蔵書を検索、予約することができる

ようにしてください。例えば、複合施設

図書館で借りた本を、五十公野分館に返

せる（その逆も）。学校図書館へも 50冊、

100冊の貸出を行う予定だと思うが、本

は、分館も含め動くものだと考える。 

・施設完成まで 1 年余。図書館について言

えば組織図を早急に示し、具体的にどの

ような運営方針で行くのか開示してほし

い。特に本市は本館（歴史書館）と複合

施設の中の一般図書館の２頭立てで運営

される。どのような組織にし、運営して

いくのか説明してほしい。 

・現在、新発田市立図書館には７つの分館

があります。そのうち豊浦、紫雲寺、加

治川の３分館は、旧公民館図書室で、現

在図書館システムを配備し、貸出・返

却・検索を行うことができます。インタ

ーネットを利用した蔵書の検索や、貸出

希望本の予約などについても既に図書

館及び３つの分館で実施しております

ので、是非ご利用ください。他の４分館

については、図書館システムは配備され

ておりません。ご意見として承ります。 

・本館から借りた本を分館へ返却いただい

たり予約いただいたりというサービス

は、前述の３分館では既に実施しており

ます。その他の４分館についても、可能

な限り対応しております。 

・再来年度の組織体制については、図書館

に限らず、市の体制としてお示しできる

状態ではありません。お示しできること

があれば、２７年度から随時お知らせし

ていく予定です。 

そ
の
他
意
見 

・本当に生きたすばらしい施設は「人・「組

織」」が重要である。良い図書館をつくるた

め是非素晴らしい体制をつくってほしい。 

・ご意見として承ります。 


